
国一
■
■
■
■

■
■
■
一

■ プレパックドコンクリート用混和剤■
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イントルージョンエイドは、厳重な品質管理のもとに製造し、特に分散性の

すぐれた表面活性剤リグニンスルフォン酸カルシウム粉末を主成分とし、

発泡剤として金属アルミニウム粉末を加え、その他流動剤及びこれらの成分の

効果を安定させるため数種の薬品をモルタル強度等に悪影響のないように

配合した淡褐色の粉末で、プレパックドコンクリートエ法に最適の流動性を

もたせ、かつ下記の特性のあるモルタルを作るよう調合されたものです。

荷番 :20kg入り(1 0kgポ リ袋入り×20袋 )

比豆 1207

団目
イントルージョンエイドに含まれる諸成分は、注入モルタルに次のような性質をあたえます。

イントルージョンエイドは特に分散性のすぐれた表面活性剤を含み、

モルタル中のセメント粒子をよく分散しモルタルの流動性を高めます。

イントルージョンエイドによってモルタルの水量を 3%程度少なく
することができます。

モルタルの凝結時間は、温度 20・Cの場合、プレーンモルタルの始発時間

が 2～ 4時間であるのに対し、イントルージョンエイドを 1%混合した

モルタルの始発時間は、 8～16時間となります。

プレパックドコンクリートの施工に当っては、モルタル注入を確実、

かつ安全に行うための必要条件であるといえます。

イントルージョンエイドに含まれる発泡剤は、モルタル中に均等に

分散し、セメントのアルカリと反応して微細な水素気泡を発生し、

この気泡によリモルタルは適度に膨張して沈降収縮を防ぐとともに、

粗骨材や鉄筋の全面へ密着します。

空気を運行する性質をもっており、また発泡剤の作用によっても生じ

る微細な気泡は、モルタル中に安定した状態で散在し、ブレパックド

コンクリー トの凍結融解作川に対する抵抗性を高めます.
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高い保水性能による
材料分離の抑制力が
あります

0グラウトボンブによリモルタルの長III魏「圧送ができます。

●フリーディングによる水の分離が少なく、圧送ホース中のモルタルが分離して

詰まるようなことがありません.

0レ イタンスが極めて少なくなります.

●ミキサーに投入′′都度、各添加剤を計量したり、あらかじめ水に溶解して

おく必要はありません。

イントルージョンエイドはセメント、砂などと一緒にミキサーに投入します。

□□日

使用法が簡単である

混 和 量

セメント

イントルージョンエイト′)混和量は、セメントとフライアッシュ合計量の1%(重量)
を標準とします。

イントルージョンエイドを用いたモルタルをイントルージョンモルタルといいます。

●普通ポルトランドセメント、早強ボルトランドセメント、高炉セメントなどを目1,

に応じて使用します。

● JIS A 6201に合格するものを使用します。

●細骨材は良質のもので次の表に示す粒度を標準とします。

フライアッシュ

細骨材

ふるいの呼び寸法 通 過 残 留

５

２

６

３

１

２

１

０

０

０

mm 100
90～ 100
60～ 85
20～ 50
5～ 30

0

0～ 10
15～ 40
50～ 80
70～ 95

粗 粒 率 1.4～ 2.2

ミキサーヘの投入順序

●イントルージョンエイドの溶解成分は、ミキサーの暫時の撹拌で容易に混合水

に溶解します。

●投入順序は、必ず守ってください。

イントルージョン
モルタルの材料
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□目■
配含比 (重量比)
C:F:S

S/(C+F)
(%)

フロー値
(秒 )

27以上 1 :0.33:1.25 25 93.8

16～ 2024以上 1 :0.33;1.42 48 25 106.3

21以上 1 :0.33:1.58 50 25 113.8

28日強度

(N/mm2)

セメント

C(kg)
フライアッシュ

F(k8)
砂

S(kg)
水

W(kg)
イントルージヨンエイド

:.A(kg)

27以上 635 212

201 386

190 905 381

配含比

(重量)

C:F:S

F

C+F
S

CIF
A

C+F
W

C+F

フロ

ー値

(sec)

イントルーションモルタル lm・ あたり

材 料 使 用 量

圧縮強度

(N/mm2)

セメント

C

フライ
アッシュ

F

:iリ

S

(kg) 23日

1:0.3311.93 25 1.45 1.00 53.0 23.0 520 367

1 :0.41 1.4 28.6 1.00 1.00 49.5 18.4 397 802 30.4

19.4 29.9

1 :0.412.0 23.6 55.0 20.8 488 195 6.33 376 976 17.4 23.2

57.5 2■0 462 185 8.09 372 1,016 17.5 22.8

7.05

50.0 47.0 383

1 :1 :2.74 359

配含比 C iFiS(重量) 1 : 0.5 1 1.5

イントルージヨンエイド
l.A/C+F 10% 1.0%

,κ結合材比 W/C+F 48.0% 480%

フライアッシユ代替率
F/C+F 33% 50,`

フライアッシュ F 09kg 145k8

C+F
材 令 (日 ) 91 91

コアーの

圧縮強度

25.8(N/mm')

中  91日 23.9(N/mm2) 26.9(N/mm2)

下   91日 325(N/mm') 283(N/mm')

同時に製作した供試体の圧縮強度
204(N/m m2)
295(N/mm')

171(N/min′ )
204(N/mm・ )

(注 )1.2(℃ の水中景生.コアーコンクリートはコンクリートプロックより採取.
2.本実験は雪力中央研究所において行われた.
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28日強度
(N/m m2)

W/(C+F)IF/(C+F)
(%)  |  (%)

イントリレージョンエイドの

使用量は(C+F)の

1%を標準とする.一
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大霧菫顧菫機構 ブレパックドコンクリート型津

本帰・国国連絡鐵 (児島・崚綺ルート)

`児鳥・坂ιI,ルートの内、坂出市櫃石島と岩黒島の海峡部に梨かる中央鮮問420‐ の

鋼斜長橋である。斜長橋の4基の基鍵の内、急潮流、大水深、急傾斜地盤の条件下に

設置されたケーツンエ法で計画された主塔幕礎 1栞にブレパックドコンクリート用混和剤

を jヽi入し、プレパックドコンクリートを築逢したものである。

3

懐 藉 i鋼
プレバックトコンクリートとは、普通コンクリートと違って最初に砂別だけを型枠に詰め、

その空隙にブレパックドコンクリート用混和剤、セメント、フライアッシュ、砂、水で作った

モルタルを注入しコンクリートとするもので、特にこの■法は水中工事構えばダム.

河川、海岸、港湾、橋棄、船渠などの構造物の築造に経済的で完全なコンクリートを

作ります。その他原子炉の放射練遮へい重コンクリート、各種基礎工事、トンネルの

事込め、護岸のlL水グラウト、グランドアンカー 1:事、推進工事の奥
`め
、鋼管矢板罹手

の充漢、■■理設管の中詰、補修工事等多方面にわたり使われております。
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歯かんがい凄水事業 (ミ シールトエ法 )

既設の基幹水利施設 (腱 遣 )を ミニシールド■により取り壊し、内径 1.500‐■の

RCtグメントに置き換え補修した 11事である。半機械堀ミユシールドTに て掘削
された掘削外径とセグメント外径の空隙を5～ 10m露 の豆砂利を,I纏 空気で

,::入 し、プレパックドコンクリート月滉稲剤を混入したセメン|ヽ ミルクを注 入して

ブレパックドコンクリートを築造し、トンィ、ル本体の防護と空球を充填したものである.

大猥ガス近麟絆線滋賀ライン

ガス輸送導管で近畿幹織滋贅高圧ライン(草津～彦根間)の 敷設を目的として

シールドトンネルで築造した工事である.ソール マヽシンで掘廟し、RCセグメントを

布設後、ガス答を配管し、セグメン1・ とガス管の卜■5を プレパックドコンク1'― 卜用

淀和刑を混入したセメントベントナイトにて中詰め充填したものである。
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お矮ちt 鋼鸞窮
=ら

| . ' ● :1督 矢板ど|ま , 工管氏板の継二形状

鋼■,■ 1`
=■
鵞料 3,,ヽ `r=ら

畿 暉法人

鋼策抗・颯矢帳技締協会 (旧 鋼管抗協会) 01爾朦 曖 10驚需臓燿臓■ 01鵬日回 ■

検索

0鋼管矢拗 継手形状

継手形状 略図 継手寸去

(腱 m)

饉手質量

(k9/●1)

L― T= L修繭

覇警ネ鮮

T形援

L:65× 65× 8

T,125× 9(× 39× 12)

233

t.7× サ
=■

、|,

T1125×つ(X39× :2)

L・ 100ヽ  ■,く 1、 ,

T・ 125X,(X3つ X12)
387

P_0165.2× 9 34.7× 2

PIて,1652メ 111 41.3× 2

P― T型 p‐ ,165.2× 9

T,76× 85× 9,`9

45.6

鋼警 驚景

C筆管矢板とは
C鯛管矢極の特徴
奪,鋼雪矢板の継手形状

11書 |'|,きな用途

()窺終と製建詣咆藝

O施二方法

(:)o&A

:

32.6

P― P壁

お問い合わせ  1  アクセスマップ  | サイトマップ
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